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1. ｢買い物弱者｣ 600万人
日本の高齢化率 (65歳以上人口の総人口に占
める割合) は 23％を超え, すでに ｢超高齢社会
(高齢化率 21％以上(1))｣ に突入している｡ さら












































調査をみると, 高齢単身世帯数は 1990年の 1,623
千世帯から 2010年の 4,577千世帯へと 20年でほ














































業者はもちろん, 通信, 物流 (宅配便等), 運輸
(バス, タクシー等) などの民間企業, 行政, 商








































































舗運営｣ 事例から ｢くらし協同館なかよし｣ (以










から東へ 4 km 程の郊外にある戸建て住宅団地


















































































舗を運営 (加工食品, 地元野菜・果物, 日





















の運動を開始 (延長 9.5 km)












立し, 運行を開始 (地域 3町会が共同で運
行する)
・2005年地域町内会会員が運営委員会
・月～土曜運行, 平日 23往復, 19停留所





































NPO法人は, 旧店舗閉鎖から 1年 5ケ月が経
過した 2005年 10月に設立され, 翌 11月から事
業を開始した｡ それまでの期間には, 閉鎖店舗の






































すでに 30講座を開設し, 年間延 4,000人が参
加する趣味講座をはじめ, 高齢者のニーズに即し













ト事業だ｡ 毎週 1回, 親子参加で絵本の読み聞か
せや手遊び, ゲームなどを行う子育て交流会 ｢お





























現在, ｢なかよし｣ の会員数は, スタッフとし
て運営に参加する正会員が 118人, 賛助会員 (利
用会員) が 207人である (2011年 3月 31日現在)｡













最近の ｢なかよし｣ の経常収入は 25百万円前
後で推移しており, そのうちの 80％程度を ｢食
の支援と健康活動｣ の手数料, 利用料収入が占め












図表 2 なかよしの活動を推進する 9つのチームと担当業務
チ ー ム 名 業 務 内 容
① 健康活動チーム ・リハビリ体操の開催, 健康チェック・相談・健康講演会の開催




・市民交流市 (隔週金曜日) の運営, 季節行事, 祭りの開催
④ 惣菜チーム ・手作り惣菜とサロン向け食事づくり, お弁当の配達
⑤ 趣味活動チーム ・趣味講座 (30講座) の運営, 作品発表会・展示会の開催
⑥ レンタルボックス管理チーム ・レンタルボックスの管理, 運営
⑦ 子育てサポートチーム ・子育て交流会 ｢おててつないで｣ の開催, 育児相談, 託児
⑧ 生活サポートチーム ・ふれあい食事会の開催, 家事支援・買い物の手伝い, 見守り
















意味では, 現在, 注力している ｢子育てサポー





































盤の安定化を優先し, 役員 (理事) 報酬は設
立以来支払っていない｡ また, 職員の報酬も,
有償ボランティアとはいえ 240円／時と茨城
























設立から 6年が経過して, ｢なかよし｣ は身近
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ひたちなか市は, 震度 6弱の揺れと 4 m超の
津波に襲われ, 沿岸部を中心に大きな被害を受け
た｡ ｢なかよし｣ の周辺地区でも, 一部家屋の倒














































項 目 回 答 者 の プ ロ フ ィ ー ル
性 別 ・54人中 49人が女性 (スタッフ全体でも男性比率は約 1割)
年 齢 ・30歳代から 70歳代後半まで幅広いが, 60歳以上が 44人 (80％強) (スタッフ全
体でも 60歳以上が 80％強を占める)
家 族 構 成 ・｢単身｣ と ｢配偶者と 2人｣ の合計が 38人 (約 70％)
居 住 年 数 ・現住所の居住年数 20年以上が 42人 (78％), うち 30年以上が 31人 (これらの
人たちは同住宅団地の当初からの入居者)
スタッフとして
の 活 動 期 間
・回答者の 30人 (55％) が 2005年 10月の店舗開設当初から活動に参加している｡













多い｡ しかし, ここでも 60歳代以上では, より




































30歳代 2 1 0 1 0 0 0 0
40歳代 1 1 0 0 0 0 1 0
50歳代 7 6 1 0 0 0 4 0
60歳代前半 14 9 3 1 2 1 6 0
60歳代後半 18 12 3 5 4 1 6 1
70歳代前半 9 5 2 3 0 1 3 2
70歳代後半 3 1 0 0 0 0 0 2
合 計 54 35 9 10 6 3 20 5









































30歳代 2 1 0 0 0 0 0 1 1 0
40歳代 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
50歳代 7 4 0 0 2 0 0 0 1 0
60歳代前半 14 9 2 0 2 2 1 1 1 0
60歳代後半 18 10 1 0 7 4 0 4 1 1
70歳代前半 9 6 0 0 4 1 0 1 3 2
70歳代後半 3 0 0 0 0 0 0 1 0 2

























139人 (79％), ｢惣菜を買う｣ が 94人 (53％)
と食料品の購入利用が圧倒的に多いが, ｢趣味講
座に参加する｣, ｢食事と喫茶サロンを利用する｣
という人もそれぞれ 70人 (40％), 49人 (28％)
と商品購入に次いで多い｡
次に利用頻度では, 食料品の購入利用者も ｢週
に 1～2日｣, ｢不定期で時々｣ が多い｡ また, そ

















項 目 回 答 者 の プ ロ フ ィ ー ル
性 別 ・177人中 160人が女性 (利用者全体でも男女比はおよそ 9：1)
年 齢 ・30歳代から 80歳代後半まで幅広いが, 60歳以上が 141人 (約 80％)
家 族 構 成 ・｢単身｣ と ｢配偶者と 2人｣ の合計が 98人 (約 55％)
居 住 年 数 ・現住所の居住年数 20年以上が 129人 (73％), うち 30年以上が 108人 (これら
の人たちは同住宅団地の当初からの入居者)
図表 7 ｢なかよし｣ の利用状況
項 目 利 用 状 況
｢なかよし｣ の
利用開始時期
・回答者の 107人 (60％) が店舗開設当初から利用している (生協店舗時からの利
用者 (組合員) も少なくない)｡
利用のきっかけ ・｢店舗・講座等を利用してみて｣ リピーターになった人が 82人 (46％) と最も多















































図表 8 ｢なかよし｣ の利用内容と利用頻度
｢なかよし｣ でよく利用する
サ ー ビ ス や 催 し 物
利 用 頻 度
回答者数 ほぼ毎日 週 3～4日 週 1～2日 不定期時々
店 舗 で 野 菜 や 食 品 を 買 う 139 7 22 50 57
店 舗 で お 惣 菜 を 買 う 94 6 14 39 34
市 民 交 流 市 を 利 用 す る 21 1 4 11 5
食 事 と 喫 茶 サ ロ ン を 利 用 す る 49 1 4 14 26
な か よ し ｢健康講座｣ に参加する 14 0 1 4 6
な か よ し 趣 味 講 座 に 参 加 す る 70 4 9 22 34
食 事 会 を 利 用 す る 10 0 1 4 5
講習会 (布絵本づくり等) に参加する 6 0 1 2 3
講習会 (漬物づくり等) に参加する 4 0 1 1 2
子 育 て サ ロ ン に 参 加 す る 8 0 1 3 4
生 活 サ ポ ー ト を 利 用 す る 0 0 0 0 0




きた ｢なかよし｣ を中心に, 筆者が過去に調査し




















筆者は考える｡ では, その “きっかけ” とは何か｡
それは, ｢いま自分たちが動かなければ, 地域の
生活インフラが失われ, 日々の生活に深刻な影響






























































野 菜 や 食 料 品 を 買 う 店 舗 108 80 7 4 21 6 9 10 11
趣 味 の 活 動 が で き る
カ ル チ ャ ー セ ン タ ー
65 47 11 1 11 5 9 8 8
講座で知識を増やせる生涯学習の場 34 26 6 2 6 4 2 3 5
地域の友人と会うためのサロン 18 15 0 1 4 3 1 2 2
食 事 や お 茶 を 楽 し む 喫 茶 店 35 24 3 2 10 2 1 3 0
生活を支援してくれる福祉施設 6 5 0 0 3 0 1 0 2
い ざ と い う 時 に 頼 れ る
生 活 支 援 セ ン タ ー
16 14 0 0 4 4 2 2 3
様 々 な 活 動 を し て い る
｢街 の ホ ッ ト ス テ ー シ ョ ン｣
19 13 2 0 5 0 4 5 2
様々な行事, イベントが行われる
公 民 館
21 11 4 1 1 2 4 0 5





















の主体的な取り組みを促す ｢人 (リーダー) やグ
ループ｣ の存在だろう｡ それでは次に, 活動を牽
引する人やグループについて見ていこう｡
 活動を牽引する ｢人｣ の存在
生活者主体の活動が展開されている地域では,
活動を牽引し, 束ねる ｢人 (リーダー)｣ が必ず
存在する｡ 多くの場合, このリーダーと取り巻き
の少人数のグループ (以下, サポーターと呼ぶ)








長の T氏 (女性) が牽引役を果たした｡ もとも















































































その後, ｢なかよし｣ の活動は ｢全国・ソーシャ
ルビジネス 55選 (2009年 3月：経済産業省)｣
や ｢あしたのまち・くらしづくり活動賞・内閣官
房長官賞 (2009年 11月：あしたの日本を創る














｢なかよし｣ でも, 当初からの店舗, 趣味講座,
健康講座, 食堂・喫茶の事業, 子育て支援に加え



















し｣ 自体も, 経営面, 運営面などで克服すべき問



















( 1 ) 一般的に高齢化率 (65歳以上人口の割合) に
よって, 高齢化率 7～14％＝｢高齢化社会｣, 同
14～21％＝｢高齢社会｣, 21％以上＝｢超高齢社会｣
と分類される｡
( 2 ) 国立社会保障・人口問題研究所 ｢日本の将来推
計人口｣ (2006年 12月推計) の出生中位 (死亡
中位) 推計による｡
( 3 ) 経済産業省 ｢地域生活インフラを支える流通の
あり方研究会報告書 地域社会とともに生きる
流通 ｣ (2010年 5月)｡
( 4 ) 1998年 10月制定, 2000年 6月施行｡
( 5 ) 65歳以上の人 1人のみの一般世帯 (国勢調査)｡
( 6 ) ｢無縁社会 無縁死 3万 2千人の衝撃｣ 2010
年 1月 31日放送｡
( 7 ) 藤澤研二 (2010) ｢新しいビジネスモデル構築
への模索が続く小売業 無店舗販売に可能性を
求める ｣ 江戸川大学紀要 ｢情報と社会｣ 21,
1530.
( 8 ) 平成 22年度地域商業活性化補助事業 (買い物
弱者対策支援事業) 平成 22年度補正予算｡
( 9 ) 藤澤研二 (2004) ｢コミュニティ 『力』 の時代
市町村合併を超えて ｣ 水曜社｡
(10) NPO法人くらし協同館なかよし 通常総会資





浜市栄区 2011年 1月), 同インタビュー調査｡
(12) 前掲 ｢コミュニティ 『力』 の時代 市町村合
併を超えて ｣, 最近の動向については ｢広報
きょうたんご｣ (京丹後市広報誌, 2009年 6月),
常吉村営百貨店HP (常吉村 農あるくらし体験：
http://tsuneyoshi.tango.gr.jp/)｡











(16) 平成 23年度 NPO法人くらし協同館なかよし
通常総会資料｡
(17) ｢エンディングプラン よろしくノートを作
ろう ｣ というタイトルで, 物の片づけ, 不用
品の整理, 遺言, 相続, 葬儀, 成年後見制度など,




(20) 茨城県労働政策課 2010 年 10 月 16 日改定
(12円引き上げ)｡





(22) ｢全国・ソーシャルビジネス 55選｣ は, 社会的
課題・地域課題の解決を目標として事業展開して
いる企業や NPO等の先進 55事例を紹介 (経産
省地域経済産業グループ・立地環境整備課), ｢あ
したのまち・くらしづくり活動賞｣ は, 地域が直
面しているさまざまな課題を自らの手で解決して,
住み良い地域社会の創造をめざす活動に取り組ん
でいる住民集団・企業等の先導的な事例を表彰
(あしたの日本を創る協会, 各都道府県新生活運
動等協議会, 読売新聞東京本社, 日本放送協会の
共催)｡
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注
